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［語源］属名 Chilomastix は，Chilo「唇」である cytostome（細胞口）と mast（鞭
毛）から付けられた。種名は，フランスの学者，Dr. F. Mesnilに因んでいる。
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Cryptosporidium hominis （クリプトスポリジウム）






































論もあるが，日本裂頭条虫 Diphyllobothrium japonicum または Diphyllobothrium
nipponicum などがより妥当な種名と思われる。





2つ，gono は gonod生殖器官，porus は pore穴の意味で，1つの体節に2組
の生殖器官をもつ。grandis は grand大きい意味からつけられているように，
極めて大きな条虫で，中には10mを超えるものもある。
Dipylidium caninum （瓜実条虫） The double-pored dog tapeworm
［概要］世界的にイヌに寄生している条虫で，中間宿主はイヌなどに外部寄生
26 言語文化研究 第37巻 第2号
するノミやシラミの類である。稀ながらそれらからヒトが感染することがあ
る。
































































［語源］Di は2つの意味である。fragitis は fragile脆い意味から付けられた。
























Giardia lambria （ランブル鞭毛虫） A protozoa producing giardiasis
［概要］非衛生的な飲料水や野菜から感染する。国内感染もある。近年，免疫
力の低下したヒトたち，例えば HIVの感染者の間でしばしば問題となる。
［語源］属名は，フランスの学者 Dr. Giard，種名はボヘミアの医師 Dr. Lambl
に因んで命名された。
Gnathostoma spinigerum （有棘顎口虫）
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［語源］Gnatho-は「顎」の意味で，-stoma は「口」の意味である。虫体頭部
に棘 spineが認められる。これから種名の spinigerum が理解できる。和名が漢
字でうまく訳し出されている。
Gnathostoma nipponicum （日本顎口虫）









Haemonchus contortus （捻転胃虫） The sheep wireworm





Hemostrongylus ratti （広東住血線虫） Angiostrongylus cantonensis の旧名





Heterophyes heterophyes noces （有害異形吸虫）（Heterophyes heterophyes




































［語源］同じ意味の Iso-と spore胞子が組み合わさったのが Isospora で属名と
なっている。belli には，「戦争」の意味がある。23）
Isospora hominis （ヒトイソスポーラ）















とする（勿論 speciesの略）。spp（通常 spp.のように periodはつけない）も sp.
も決してイタリック体にはしないこと。
Leishmania donovani （ドノバンリーシュマニア）
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L. mexicana （メキシコリーシュマニア）
Leishmania producing chiclero ulcer
［概要］病巣は皮膚のみのリーシュマニア，特に耳に多い。
［語源］mexicana はメキシコが種名となっている。
Mansonella perstans （＝Mansonella ozardi），（オザルド糸状虫）


























Necator americanus （アメリカ鉤虫） The American hookworm
［概要］昔は十二指腸虫と呼ばれた。吸血することで悪名高い寄生虫である。
駆虫にはコンバントリンがよい。




















One of the number of lung flukes producing paragonimiasis westermani
P. miyazakii （宮崎肺吸虫）











































P. ovale （卵形マラリア原虫） Ovale malaria
［概要］比較的良性のマラリアである。症例は多くはない。他のマラリアと比
較して，三日熱マラリアに似る。















































あることには代わりはないが，この S. haematobium の命名が早かった。
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Toxocara canis （犬回虫） The dog ascarid
［概要］イヌの腸管内に成虫が寄生する。ヒトにも感染することがあるが，成
虫とはならずに人体内を移行し病害作用を示す。眼に侵入した症例もある。
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［語源］canis はイヌ（犬）の意味である。
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